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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

じ
て
、
介
護
保
険
の
「
口
腔

関
連
サ
ー
ビ
ス
」
は
極
め
て

低
調
で
全
滅
状
態
で
あ
る
。

　

今
年
の
保
団
連
医
療
研
究

集
会
で
医
科
側
の
発
表
者
か

ら
も
、
歯
科
関
係
者
が
も
っ

と
介
護
保
険
に
介
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
忠
告
を
受

け
て
い
る
。
介
護
保
険
の
約

半
数
を
し
め
る
軽
度
被
介
護

保
険
者
（
要
介
護
１
〜
２
、

介
護
保
険
１
）
に
歯
科
関
係

者
が
参
加
し
、
唾
液
の
重
要

性
、
咀
嚼
が
健
康
・
全
身
の

健
康
に
果
た
す
役
割
を
も
っ

と
発
揮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

06
年
介
護
改
定
で
は
、
①

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
②
歯
磨

き
・
義
歯
調
整
な
ど
の
「
口

腔
ケ
ア
」
③
栄
養
改
善
指
導

が
導
入
さ
れ
、「
介
護
予
防

プ
ラ
ン
」
が
作
成
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
作
成
は
主
治

医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
（
保
健
師
・
看
護
師

・
そ
の
他
）
で
、
歯
科
関
係

者
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
問

題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
 

（
つ
づ
く
）

国の責任で社会保障をと
強調する泉氏＝10月11日、
大阪市内 　　　　　　　

　

「
防
衛
費
も
社
会
保
障
費

も
、
ど
ち
ら
も
出
所
は
税
金

や
保
険
料
な
ど
の
国
民
の
懐

か
ら
。
暮
ら
し
に
憲
法
25
条

の
精
神
を
生
か
す
た
め
に

は
、
９
条
を
堅
持
し
防
衛
費

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、

社
会
保
障
費
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
」―

―

。
10
月
11

日
に
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

で
開
か
れ
た
、
お
お
さ
か
医

科
・
歯
科
九
条
の
会
講
演
会

「
憲
法
９
条
と
25
条
を
セ
ッ

ト
で
守
ろ
う
〜
み
ん
な
で
み

る
社
会
保
障
の
最
大
の
汚
点

は
、
教
育
・
医
療
を
民
間
に

も
携
わ
ら
せ
た
こ
と
で
、
利

潤
の
対
象
に
し
て
は
い
け
な

か
っ
た
。
こ
の
責
任
は
政
府

に
あ
る
が
、
政
府
を
選
ん
だ

の
は
国
民
。
だ
か
ら
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生
活

を
守
る
た
め
よ
く
考
え
て
欲

し
い
」と
訴
え
た
。

　

本
来
の
医
療
制
度
の
あ
る

べ
き
姿
と
し
て
、
①
医
療
機

関
お
よ
び
医
師
の
適
切
な
配

置
②
適
切
な
受
診
・
医
療
③

妥
当
・
適
切
な
医
療
費―

―

の
３
点
を
指
摘
。
日
本
は
諸

外
国
と
比
べ
て
無
駄
が
多

く
、
医
療
費
が
膨
ら
み
社
会

保
障
費
を
圧
迫
し
て
い
る
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
改
善
に

は
悪
化
に
費
や
し
た
以
上
の

時
間
が
必
要
で
、
少
な
く
と

も
50
年
は
か
か
る
と
し
て
、

高
福
祉
・
高
負
担
の
欧
州
型

か
低
福
祉
・
低
負
担
の
現
状

の
ま
ま
か
な
ど
を
考
え
る
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
た
。

おおさか医科・歯科九条の会

防衛費より社会保障費
「暮らしに憲法を」と泉氏

日
時　

11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

舘
村
卓
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
高
次
脳
口
腔
機
能
学

講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
診
断
と
治
療
」

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
明
日
か
ら
役
立
つ
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
予
防
法―

法
律
知
識（
労
働
契
約
法
）に
も
触
れ
て
」

雇
用
対
策
講
習
会

日
時　

12
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
徒
歩
10
分
）　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す

「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編
）

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

英
保
裕
和
氏
（
兵
庫
県
三
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
効
率
と
長
期
安
定
性
を
追
求
し
た
接
着
修
復
の
実
際
」

大
阪
市
東
部
地
区
講
習
会

歯
科
医
療
と
介
護
保
険 

③

小
山　

榮
三（
枚
方
市
）
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上
し
た
場
合
に
、
施
設
側
が

算
定
。
②
口
腔
機
能
向
上
加

算
（
要
支
援
１
〜
２
：
１
５

０
単
位
／
月
２
回
ま
で
、
要

介
護
１
〜
５
：
３
０
０
単
位

／
月
２
回
ま
で
）、
06
年
改

定
で
導
入
さ
れ
、
口
腔
内
お

よ
び
義
歯
な
ど
の
清
掃
・
消

毒
、
ま
た
口
腔
お
よ
び
口
腔

周
囲
組
織
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図

る
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

①
は
歯
科
関
係
者
の
指
導

に
対
す
る
点
数
は
な
い
。
②

は
歯
科
関
係
者
の
指
導
・
管

理
は
必
要
な
い
が
、
口
腔
に

な
じ
み
の
少
な
い
施
設
の
職

員
や
看
護
師
で
は
十
分
な
手

当
が
出
来
な
い
と
思
う
。
③

居
宅
管
理
指
導
は
歯
科
医
師

・
衛
生
士
が
参
加
で
き
る
唯

一
の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
算
定

は
極
め
て
低
調
で
あ
る
。
総

て
い
る
。
低
栄
養
で
は
食
欲

低
下
へ
の
対
策
、
摂
食
・
嚥

下
障
害
に
対
し
て
の
取
り
組

み
、
義
歯
の
不
適
合
・
誤
嚥

性
肺
炎
予
防
に
は
歯
科
で
治

療
・
義
歯
の
調
整
や
歯
科
関

係
者
の
歯
磨
き
指
導
、
物
が

む
せ
て
飲
み
込
め
な
い
場
合

に
は
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン　
　

な
ど
で
あ
る
。

介
護
保
険
で
も
同
様
の
対
策

が
必
要
と
思
う
。

　

口
腔
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
３

つ
。
①
口
腔
機
能
維
持
管
理

加
算
（
月
１
回
30
単
位
）、

09
年
改
定
で
新
設
さ
れ
、
歯

科
関
係
者
が
介
護
職
員
に
口

腔
ケ
ア
の
指
導
を
月
１
回
以

　

今
回
は
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
、
介
護
保
険
へ
の
歯

科
関
係
者
の
関
与
の
必
要
性

に
つ
い
て
書
い
て
み
る
。
介

護
保
険
に
は
歯
科
関
係
者
が

も
っ
と
参
加
で
き
る
道
を
拡

大
し
て
行
く
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。
高
齢
化
社
会
の
な
か

で
、
こ
の
分
野
に
も
食
い
込

ま
な
い
と
ま
す
ま
す
歯
科
医

療
費
の
シ
ェ
ア
は
減
少
し
て

行
く
だ
ろ
う
。

　

病
院
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、
栄

養
士
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

看
護
師
、
検
査
技
師
な
ど
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
問
題
を
解

決
す
る
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

　

本
書
は
、『
強
制
収
容
所

に
お
け
る
一
心
理
学
者
の
体

験
』『
夜
と
霧
』
の
著
者
で

あ
り
、
実
存
分
析
の
創
始
者

と
し
て
有
名
で
あ
る
フ
ラ
ン

ク
ル
が
、
ナ
チ
ス
の
強
制
収

容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
翌
年

に
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
大
学
で

行
っ
た
３
つ
の
連
続
講
演
を

収
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

解
放
後
間
も
な
い
時
期
に

自
ら
の
生
々
し
い
体
験
を
、

終
戦
直
後
の
精
神
的
混
乱
の

さ
中
に
あ
る
一
般
市
民
に
む

け
て
平
易
な
言
葉
で
情
熱
的

に
語
り
か
け
た
こ
の
講
演

は
、
彼
の
他
の
専
門
的
な
著

作
と
は
異
な
っ
た
近
づ
き
や

す
さ
と
魅
力
を
持
っ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
、
経
済
縮

小
の
現
代
、「
生
き
る
意
味
」

を
説
く
こ
の
書
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
は
そ
の
後
の

著
作
で
、
現
代
と
い
う
「
時

代
の
精
神
病
理
」
を
「
意
味

へ
の
意
志
の
欲
求
不
満
」
と

か
「
実
存
的
空
虚
」
と
し
て

特
徴
づ
け
た
が
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
現
代
と
い
う
意
味

喪
失
の
時
代
こ
そ
が
こ
の
書

を
い
っ
そ
う
要
請
し
て
い
る

と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

彼
の
仕
事
が
単
に
精
神
医

学
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
人
間
の
生
き
方
そ
の
も

の
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
精

神
医
学
者
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
哲
学
者
で
あ
り
、
広
い

意
味
で
の
教
育
者
で
も
あ

る
。
彼
の
思
想
の
中
核
で
あ

る
「
生
き
る
意
味
」
の
問
題

は
、
神
経
症
の
原
因
と
し
て

あ
る
だ
け
で
は
な
い
。

　

人
間
と
は
「
生
き
る
意

味
」
を
問
い
う
る
、
ま
た
問

わ
ざ
る
を
得
な
い
唯
一
の
生

物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
そ

れ
自
体
、
人
間
の
偉
大
さ
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
他
面
、
も
し
生
き
る
意
味

が
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い

と
す
れ
ば
、
人
間
の
悲
惨
と

苦
悩
は
ま
さ
に
い
っ
そ
う
深

刻
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
人
間

の
本
質
的
な
ジ
レ
ン
マ
が
あ

り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
が
現

代
に
お
い
て
極
め
て
顕
著
に

露
呈
し
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
生
き
る
意
味
の
再
発
見

こ
そ
は
、
ま
さ
に
現
代
の
最

も
焦
眉
の
か
つ
根
本
の
課
題

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
産
業
革
命
以

降
、
人
間
と
そ
の
生
、
生
き

る
力
、
労
働
力
が
経
済
活
動

と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段

と
い
う
洗
脳
が
霧
の
よ
う
に

社
会
を
覆
っ
て
い
る
が
、
こ

の
本
に
よ
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る

事
物
は
価
値
を
持
っ
て
い
る

が
、
人
間
は
尊
厳
を
有
し
て

い
る
。
人
間
は
、
決
し
て
目

的
に
た
め
の
手
段
に
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
た
。

ん
な
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め

に
」
で
、
泉
孝

英
氏
（
元
京
都

大
学
名
誉
教

授
）
は
そ
う
語

っ
た
。

　

泉
氏
は
「
戦

後
50
年
に
お
け

中
村　

新
太
郎（
富
田
林
市
）

『
そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
う
』 

Ｖ・
Ｅ・
フ
ラ
ン
ク
ル
著

生
き
る
意
味
を
再
確
認
さ
せ
る

絵　藤田　進 （河内長野市）
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影
響
を
受
け
た
作
家
・
思

い
入
れ
の
あ
る
作
品
な
ど
に

つ
い
て
、
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
（
新
聞
部
ま
で
）。

日
時　

12
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　

２
階

講
師　

暉
峻
淑
子
氏
（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

「
今
、真
に
豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し
て―

―

医
療
者
の
役
割
」

女
性
医
師
歯
科
医
師
の
会

日
時　

12
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

上
田
雅
俊
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
口
臭
治
療
に
つ
い
て―

今
、大
阪
歯
科
大
学
附
属
病

院
の
息
さ
わ
や
か（
口
臭
）外
来
で
は
！―

」

12
月
度
生
涯
研
修


